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本当はこんなに大きくなる道産にんにく！
～新検査法と防虫ネットでウイルスから守る～
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概 要 Abstract 成 果 Results

１）FDA法は、ウイルスフリー化事業者および種苗⽣産団体（JA・
農業⽣産法⼈）によるウイルス検査に活⽤します。

２）防⾍ネットによる被覆栽培は、ウイルスフリー種苗の⽣産および
⽣産者による採種栽培にウイルス再感染対策として活⽤します。

ウイルスフリー種苗⽣産に不可⽋な
ウイルス検査法および種苗増殖中にお
けるアブラムシ媒介ウイルスの再感染
回避技術の確⽴を⽬指しました。

道内に発⽣する重要なにんにくのウイルス2種と1属を⾼感
度・短時間で同時検出が可能で、種苗のウイルス検査に利⽤
する新検査法（FDA法）を確⽴しました。また、防⾍ネット
による被覆栽培は、種苗増殖中のウイルス再感染対策として
効果が⾼いことを明らかにしました。

図 ウイルスフリー化による効果（ピンク種）
図 防⾍ネット(⽬合0.8mm)被覆によるウイルス
再感染への防⽌効果（左）と現地の先⾏事例（右）

平均⼀球重68.0g、球径6.4cm

図 FDA法による診断（診断フローと作業時間）

平均⼀球重100.9g、球径7.3cm

※⼀次判定⽤キットは
ホクサン（株）より販
売予定です。
⼆次判定⽤マクロア

レイはホクサン（株）
より受注⽣産、あるい
は同社による⼆次判定
の受託診断を予定して
います。

・本研究は北海道⼤学ならびにホクサン（株）との共同研究で実施しました。
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